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学位論文内容の要旨

  シベリア南部の古生代中期のキンバーライトとその捕獲岩のRb-Srおよび

Sm-Nd同位体と微量元素の組成について詳しく検討された．

  Malo -Botuobia，Dal,dyn，AlakitおよびVerkhne-Muneフィールドのキンバ

ーライトは南アフリカのキンバーライトを基準にGroupIのものと分類された．

それらはわずかに枯渇したNd同位体組成（ENd(t）：O．4～4，2）をもち，Nd厖r冫1，

La膩bく1という典型的な（姦oupIの特徴をもっている．これはアセノスフェア

の特徴をのこしたものだが，明瞭に分化したNb厖rとLa侶b比，わずかに放射

性Srに富んだ組成はその起源にエンリッチ．コンポーネントの存在を示す．ま

た微量元素 の解析から， 小規模な起源 物質の不均質性も認められる・

新しく発見されたNakynフィールドのニっのキンバーライ卜・パイプは他の

シベリア・プラットフオームのキンバーライトの活動時代と同様に約364Maで

あるが，鉱物学的，化学的性質は南アフリカの（江oupu（micaceou8）キンバーラ

イトに似ている．っまり，皿02瓜20印．43，M）/Zrニニニニ0．4という値は（汁oupuの特

徴である．しかし，Ba/Nb：O．95，NジMg0＝45．2は（boupIと（江oupHの中間値

である．また，La/Nb＝0．58はGroupIの特徴である．このNakynフイールド

のキンバーライトの特徴について詳しく検討した．

Nakynキンバーライトは世界中のどのキンバーライトよりもインコンパチブ

ル元素に濃集しておらず，これらの含有量は他のキンバーライトの1/2～1／3で

ある．同時に，Nakynフィールドのキンノくーライトは高いSm/Nd（O．21）と

Lu／m（O．06），低いLa′Yb（25．8）で特徴づけられる，SrとNdの初生値範囲

は非常に狭いことも特徴で，ENd（t）は十0．9～ーO，7，878r/86Srは0．7059～
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0.7068である．これらの値はGroupIに近い．このような特徴はNakynキン

バーライトの起源が特別なものであることを示す．

  シベリア・キンバーライトは両タイプともに枯渇したアセノスフェリック・マ

ントルとエンリッチしたクラトン下のマントルを含んだ多元的起源物質の溶融

によって形成されたことをしめすが，そのアセノスフェリック成分はHIMU成

分，GroupIのNd同位体，スーパーコンドリティックNb／Ta比によって下部

マントル由来の成分を含むことを暗示している．

  キンバーライトの性質に加え，マントルの性格を検討する上で重要な情報源は

捕獲岩であり，これまで研究例の少ないGarnet‐pyroXe11ite8捕獲岩の

Rb．Sr，S皿‐Nd同位体研究も行なった．これらはヒスイ成分の少ない輝石とパイ

ロープ成分の多いザクロ石をふくむ（boupAと，ヒスイ成分が多い輝石とパイ

ロープ成分の少ないザクロ石を含むGroupBとに分けられる，GroupAのSr

初生値はGroupBのものよりも低い．これらの捕獲岩はキンバーライトの活動

年代よりはるかに古く，1，550ー1，465Maに形成されたものと推察きれる．これ

らの捕獲岩の起源は主にLREEに富むメルトから結晶集積作用によって形成さ

れたものであると推定される．このメルトはぺりドタイト．マントルに時々加

えられ，マントル全体に交代作用を及ばした．なお，（姦0upBの中には葉片薄

化した地殻物質起源のものもふくまれる．
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Rb-Sr and Sm-Nd Isotope Systematics and Geochemistry of

   Siberian Kimberlites and Garnet-Pyroxenite Xenoliths:

         An Insight into Lithospheric Mantle Evolution

                    and Kimberlite Origin

    （シベリナ産キンノヾーライトとそのノヾイロキシナイト捕獲岩の

Rb-Sr．Sm-Nd同位体学と地球化学：リソスフェリック・マントル進化と

    キンノヾーライトの起源についての一考察）

近年，同位体や微量元素の組成に基づき，キンバーライトのマグマの起源を明

らかにしようとする研究は世界各地で盛んに行なわれ始め，キンバーライトは

安定大陸に活動したにも関わらず，海洋島に産するHIMUマグマにやや類似す

る化学組成を持ち，マグマの起源物質への下部マントル物質の関与の有無が注

目されてきている．

本論文は，このような状況にあるキンバーライトマグマの起源について，シベ
リア南部のウダッチナヤ(U（lacMnaya）周辺およぴナクン（Nakyn）フィール

ドのキンバーライト（活動時期は古生代中期）について，Rb．SrおよびSm‾Nd

同位体学と微量元素化学組成を用いてマグマの起源を考察し，さらにキンバー

ライト捕獲岩の研究を通じてマントル進化に関する考察を行なったものである．
著者はまず，シベリア産のキンバーライトの岩石記載学を行ない，これらのほ

とんどのものが，南アフリカのキンバーライト研究によって分類されたGroup

Iに属するものであることを明らかにした．また，この研究の過程で新しく発

見されたナクン・フィールドのキンバーライトがシベリア産のキンバーライト
としては特異按ものであることがあきらかになった．結果は以下のように要約

される．
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  ウダッチナヤ周辺のキンバーライトは枯渇したNd同位体組成（£Nd(t＝0．4

～4．2）をもち，Nb/Zr冫1，La/Nbく1という典型的なGroupIの特徴をもってい

る．これはアセノスフェアの特徴をのこしたものだが，明瞭に分化したNb/Zr

とLa′冊比，わずかに放射性Srに富んだ組成はその起源にエンリッチ・コンポ

ーネントの存在を示す，また微量元素の解析から，小規模な起源物質の不均質

性も認められる，

ナクン・フィール’ドのキンバーヲイトは’nOメK20＝O．43，Nb／Zr二ニニO．4という値

を示し，これはGroupHの特徴である．しかしB剖「Nb＝O．95，Ni／MgO＝45、2は

GroupIとGroupHの中間値である，また，La仆m＝O．58はGroupIの特徴であ

る，ナクン・キンバーライトは世界中のどのキンバーライトよりもインコンパ

チブル元素に濃集しておらず，これらの含有量は他のキンバーライトの1／2～1／3

である，同時に，このキンバーライトは高いSm／Nd（0．21）とId】圧If（0，06），

低いLa′Yb（25．8）で特徴づけられる，SrとNdの初生値幅は非常に狭いこと

も特徴で，£Nd（t）は十O．9～―O．7，87Sr/86SrはO．7059～0．7068である，これ

らの値はGroup` Iに近い．このような特徴はナクン・キンバーライトの起源が

ユニークなものであることを示す。

  シベリア・キンバーライトは両タイプともに枯渇したアセノスフェリック．マ

ントルとエンリッチしたクラトン下のマントルを含んだ多元的起源物質の溶融

によって形成されたことをしめすが，そのアセノスフェリック成分はHIMU成

分，GroupIのNd同位体，スーパーコンドリティックNb尸ra比によって下部

マントル由来の成分を含むことを暗示している．

  キンバーライトの性質に加え，マントルの性格を検討する上で重要な情報源は

捕獲岩であり，これまで研究例の少ないパイロキシナイト捕獲岩のRb‐Srおよ

びSm‐Nd同位体研究も行なった．その結果，これらの捕獲岩の起源は主に

u迎Eに富むメルトから結晶集積作用によって形成されたものであると推定さ

れる，このメルトはペリドタイト・マントルに時カ加えられ，マントル全体に

交代作用を及ばした．なお，（boupBの中には葉片薄化した地殻物質起源のも

のもふくまれる・

  これを要するに，著者は，シベリア産キンバーライトのマグマの起源とマント

ル進化について新知見を得たものであり，マントルの活動と進化に関わる地球

惑星科学に貢献するところ大なるものがある，

  よって著者は，北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認

める．
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